






























要約: 

1.幼児期にみられる食行動と養育機能との関係 

1 歳 6 ヵ月から 1 歳 10 ヵ月児を持つ母親 159 名を対象に,食事行動に関する訴えの実態を

調査し，生活リズム,子どもの情緒および母親の養育機能との関連づけを試みた。 

①食事に関する訴えが全くない児は 22.O%,何らかの訴えを持っている児は 78.O%である。 

②訴えのうち,遊び食いが最も多く,次にむら食い,偏食である。 

③生活・食事リズムの不安定な者に,訴え率が高い。 

④訴えが全くない児は情緒が安定している。 

⑤児の訴えの発現に母親の養育機能が影響を及ぼしている。 

2.遊び食べについての行動分析 

幼児期にみられる遊び食べの行動を分析するため,保育所と家庭における食事場面を,観察

すると同時にビデオで収録し,行動の分析と意味の分析を行った。 

1)遊び食べの行動分析 

食事時間を「食べる」「遊び」「その他」の行動に分類して検討した。 

①1回の食事の所要時間は,月齢が進むにしたがい「食べる」行動に要する時間が長くなり,

「遊び」行動は減少している。 

②手指の機能発達については,16 ヵ月時の対象児 3名のうち 2名は両手で食べ,スプーン・

フォ一クが使える。1名は両手で食べられるがスプーン・フォークを使えない。 

③「食べる」行動については,片手で食べているときは「食べる」行動が分断され,両手で

食べられるようになるとその行動が集約する。 

④「遊び」の行動については,片手で食べているときには,手をふる,よそ見をするなどがみ

られる。両手で食べられるようになると,つまむ,こねる,食器から食べ物を出し入れするな

どがみられる。 

2)遊び食べの意味分析 

〈大人と子どもの相互関係> 

①子どもから大人に食べ物を差し出したとき,大人の受け止め方如何によって,食べる行動

につながったり散らかし行動につながりやすい。 

②落とした物をその都度処理する場合は,大人と子どもの関わりが生じ,一斉に処理する場

合は,関わりが生まれにくく食事と切り離される。 

③子どもが食べ物を口に入れるとき,子どもの気持ちを優先する場合は,子どもの要求に対

応して食べさせるやりとりがみられる。大人の気持ちを優先する場合は,子どもは首をふっ

ていやがり,食べた物を出したりする行動がみられる。 



④大人と子どもの関わりの頻度や強度は,食事中の座る位置に影響される。 

<物理的な要因による影響> 

①食事中の姿勢や動きなどの活動が自由な場合は,食べる行動から遊び行動へと移行しや

すい。 

②食事の場に,食事と直接関わりはないが遊びのきっかけとなる物があった場合,大人の働

きかけによって食べることへの方向づけともなる。 

<生活の脈絡から捉えた食事> 

食事について,食前・食中・食後という区切りを大人が厳密にするかどうかで,子どもの食

事への関わりの幅は異なったものとなる。 


